
 

 

答申第６０号 

答 申 

１ 審査会の結論 

平成２９年１月１９日付けで審査請求人が津市教育委員会（以下「実施機

関」という。）に対して行った公文書開示請求（以下「本件開示請求」とい

う。）につき、実施機関が同月２６日付けで行った公文書不開示決定は、妥

当である。 

２ 審査請求に至る経緯及び趣旨 

 ⑴ 審査請求人は、津市情報公開条例（平成１８年津市条例第２２号。以下

「条例」という。）第６条第１項の規定により、実施機関に対し、平成２

９年１月１９日付けで次のとおり開示請求を行った。 

   橋北中学校（桜橋二丁目３８－１）における、平成２８年１月から１２

月までの校内暴力報告書。 

 ⑵ 実施機関は、本件開示請求について、公文書を開示しない理由を次のと

おり記載し、平成２９年１月２６日付けで公文書不開示決定（以下「本件

処分」という。）を行った。 

   橋北中学校では当該事案はなく、公文書として作成及び取得しておらず

不存在であるため。 

 ⑶ 審査請求人は、平成２９年４月６日付け（消印の日付）で、行政不服審

査法（平成２６年法律第６８号）の規定により、本件処分の取消しを求め

る審査請求を行った。 

３ 審査請求の理由 

 隠蔽する為に不存在としており、開示しても今後の指導要領の公文書開示

請求権の有無に差異はなく事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがなく、

当該不開示決定は違法である。 

４ 実施機関の不開示理由説明 

 各学校は、毎月末に、生徒指導に係る児童及び生徒の問題行動等に関する

報告書を提出している。平成２８年１月から平成２８年１２月の間において

は、橋北中学校からの問題行動等報告書に、暴力行為の報告がない。このこ

とから、校内暴力報告書は存在しない。 

５ 審査会の判断 

  本件審査請求において、審査請求人及び実施機関は、橋北中学校における



 

 

校内暴力報告書の有無について争っている。 

  当審査会は、本件処分の妥当性について次のとおり検討する。 

  校内暴力報告書は、各学校が毎月作成し、教育委員会への提出が義務付け

られている生徒指導に係る児童及び生徒の問題行動等に関する報告書におい

て、暴力行為の事案有とされた場合に作成される文書であり、平成２８年１

月から同年１２月の期間については、暴力行為の事案なしと報告されている

ことから、校内暴力報告書は存在しないとのことである。近年では、校内暴

力の事案が以前に比べ減少しており、校内暴力事件に係る報道等も見受けら

れないことから、公文書不存在とした実施機関の決定には何ら疑わしい点は

認められない。 

よって、「１ 審査会の結論」のとおり答申する。 

６ 審査の処理経過 

本諮問案件に係る審査の処理経過は、次のとおりである。 

年  月  日 処 理 内 容 

平成２９年 ４月１０日 諮問書の受付（郵送による） 

平成２９年 ７月１３日 諮問案件の審議及び実施機関からの口頭意

見陳述 

平成２９年 ９月１５日 答申 
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